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平成２５年３月にスタートした「実践キャリア・

アップ戦略～食の６次産業化プロデューサー」では、

「農」や「食」を基盤とした新たなビジネスの創出

を目的とする人材の育成プログラムを認証し、「能

力」ある人材を作り・育ててゆく社会システムの構

築を目指すとともに、「能力」や「実績」を有する

人材をプロフェッショナルとして認定するキャリア

段位制度のシステム化を進めています。 

平成２６年３月現在、国内には、人材育成を行う

プログラムが認証されるとともに、既に個人でレベ

ル段位を取得された方（認定者）などが数多く存在

します。 

本書では、これからプログラムの認証やレベル段

位の取得を検討される組織・個人、そのほか本制度

に興味をお持ちの方など、多くのみなさまに、①本

制度のねらい、②「わかる（知識）」、③「できる

（実践的スキル）」に係る解説を行っています。 

特に「わかる」では、人材育成を行う上で必要と

なるプログラムの科目ごとの解説、「できる」では、

判定の基礎となる評価指標ごとの解説をしており、

いわば「食の６次産業化プロデューサー（食

Pro.）」を基に、キャリア・アップを図ってゆくた

めの「虎の巻」となっています。 

 

今後、プログラム認証や個人のレベル認定に向け

た申請書作成の際に、先ずは本書に記載された解説

をお読みいただくことで、認証や認定への近道にな

るものと思います。 
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